








 

 

種目 入浴補助用具 

用具の種類 シャワーキャリー 

場面の説明
シャワーキャリーの足置きを跳ね上げ足がぶらつく状態で、

座面を回転させてしまった 

解説 

座面が回転するなど機能が多いシャワーキャリーではその

分注意をするポイントも増えてきます。特に浴室内ではス

ペースが十分でなかったり、介助者から見えづらい箇所もあ

るなど危険が高まりますので、日ごろから危険箇所を意識

し、十分注意して利用しましょう。 

参考要因 
人：介助者から利用者の足元が見えにくかった 

モノ：足置きを跳ね上げた状態でも座面が回転する 

１０２ 

座面を回転させた際に、足がキャスタにあたり

ケガをしそうになる 

ＣＣＴＡ ０９３３０３ 

種目 入浴補助用具 

用具の種類 入浴用いす 

場面の説明

排水口が周りよりも一段低くなっていることに気が付かず、

入浴用いすを動かしたため段差でガタつき、いすから落ちそ

うになってしまった 

解説 

浴室の床には排水のための水勾配があり、入浴用いすの多少

のガタツキはやむを得ないところもあります。その上で利用

者の座位の状況を確認し、必要に応じ手すりなどの補助を検

討しましょう。 

参考要因 
人：ガタツキが生じていることに気が付かない 

環境：浴室にわずかな勾配がある 

１０４ 

排水口により、入浴用いすにガタツキが生じ、

転倒しそうになる 

ＣＣＴＡ ０９３３０３ 

種目 入浴補助用具 

用具の種類 シャワーキャリー 

場面の説明
脱衣室と廊下の間にわずかな段差があったが注意せずに通

り過ぎようとしてしまった 

解説 

シャワーキャリーは車いすに比べ、キャスタのサイズが小さ

いことや重さの分布が前寄りになっているなどの理由から

段差が越えにくくなっています。移動範囲に段差がある場合

には、段差を撤去することをお勧めしますが、難しい場合は、

簡易スロープを使うことを検討してください。 

参考要因 

人：これくらいの段差なら越えられると思った 

モノ：キャスタのサイズが小さい 

環境：段差の撤去をしていなかった 

１０５ 

シャワーキャリーで敷居を越えようとして、転

落しそうになる 

ＣＣＴＡ ０９３３０３ 

種目 入浴補助用具 

用具の種類 シャワーキャリー 

場面の説明
ブレーキ（パーキングブレーキ）をかけ忘れていたため、シャ

ワーキャリーが動いてしまった 

解説 

浴室内には排水のための水勾配がありますので、ブレーキ

（パーキングブレーキ）をかけ忘れると容易に動いてしまい

ます。浴槽の縁にぶつかりそうになることのほか、排水溝に

キャスタが落ちるなどの危険がありますので、ブレーキ

（パーキングブレーキ）のかけ忘れに注意してください。 

参考要因 

人：ブレーキ（パーキングブレーキ）をかけ忘れる 

人：利用者から目を離してしまった 

環境：浴室にわずかな水勾配がある 

１０６ 

シャワーキャリーが動き、足を浴槽の縁にぶつ

けそうになる 

ＣＣＴＡ ０９３３０３ 
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種目 その他 

用具の種類 紙おむつ（パッドタイプ） 

場面の説明 尿漏れが多いため、数枚を重ねて使用していた 

解説 

尿とりパッドの吸収量には限界があり、たとえ複数の尿とり

パッドを重ねて使用したとしても、効果は期待できません。

尿量の把握と、それにあった吸収量の紙おむつの使用が適当

でしょう。 

参考要因 人：重ねて使用しても効果がないことの説明を受けていない

１１９ 

尿取りパッドを数枚重ねて使用し、尿が漏れ

そうになる 

ＣＣＴＡ ０９３００３ 

種目 その他 

用具の種類 福祉車両 

場面の説明
昇降リフトで車いすが持ち上がっている最中、車いすが後ろ

に動きだした 

解説 

車両が傾斜地に停車しているなど、リフトのテーブル面が水

平でない場合があり、車いすの固定操作は重要です。車いす

のブレーキ（パーキングブレーキ）を確実にかけるためには

タイヤの空気圧を適正にする必要もあり、日ごろのメンテナ

ンスが必要です。 

参考要因 

人：車両を傾斜地に駐車 

人：利用者から目を離す 

環境：リフトのテーブル面が水平でない 

管理：車いすの空気圧が低下しており、ブレーキ（パーキン

グブレーキ）の利きが甘い 

１２０ 

福祉車両の昇降リフトから、転落しそうにな

る 

ＣＣＴＡ １２１２１８ 

種目 移動用リフト 

用具の種類 機器設置式リフト 

場面の説明
入浴用リフトで利用者が浴槽に入っていたところ身体が浮

き、座位姿勢が崩れ頭部が沈みそうになってしまった 

解説 

お湯の中では、浮力の影響により姿勢が保持しにくくなりま

す。特に大型の浴槽では、臀部が前にずれ頭部が沈みそうに

なりますので、介助者は利用者の姿勢を見ながらリフトの操

作をしなければなりません。場合によってはベルトの着用も

検討すべきでしょう。 

参考要因 
人：浮力で姿勢が保持しにくい 

人：利用者の姿勢を十分に注意していない 

１２１ 

リフトでの入浴中、利用者の身体が浮き、頭

部が沈みそうになる 

ＣＣＴＡ １２３６１５ 

種目 その他 

用具の種類 固定形手すり 

場面の説明

介助者があわてていたのか可動式手すりを使用可能の状態

にし忘れて帰ってしまい、困った利用者が可動式の手すりを

操作しようとしたが転倒しそうになってしまった 

解説 

歩行の不安定な利用者にとって手すりは命綱です。可動式の

手すりは利用者の行動範囲を広げる便利な用具ではありま

すが、このような事例では危険要因となってしまいます。介

助者はもちろんですが家族にも手すりの重要性を理解して

もらうことが必要です。 

参考要因 

人：無理な体勢で手すりを操作しようとしていた 

人：バランスが悪くこのような操作は危険であった 

人：手すりを利用可能な状態にし忘れる 

人：外出するのであわてている 

環境：家には誰もいない 

１２２ 

可動式の手すりが使用可能な状態になってお

らず、バランスを崩し転倒しそうになる 

ＣＣＴＡ １８１８０３ 
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収集
方法

NO どうしたか・どのように感じたか
用具

大分類
用具種類 場所 何をしているとき

73 車いす 車いす 在宅、施設 散歩等（外出） 在宅使用時に居室入り口に肘がドア枠にぶつかり、あ
ざになってしまった。足場の悪いところで介助用の車
いすを使用し座っている利用者が段差で跳ね上がり、
お尻の位置が前にズレ、車いすから落ちそうになっ
た。

郵送

74 車いす 車いす 入浴介助中、洗い場 入浴終了後、シャワーチェアーから車いすに
移乗させようとした時

頚椎損そうで四肢マヒあり。立位姿勢をとらせる時に
ポジショニングが上手にできず、足がついてこれずに
床タイルの割れ目に接触し第三趾表皮剥離受傷させ
た。

郵送

75 車いす 車いす 歩道で 用事があり、出かけたとき 下肢マヒがあり、移動中フットレストから足がはずれ
引きずってしまった。長い時間ではないが、指先が切
れ出血してしまった。外れることが度々あったため、
靴などを履くよう助言していたが、本人は大丈夫とい
い、足をカバーしていなかった。

郵送

76 車いす 車いす 屋内（居室） 食事のために居室より食堂へ誘導の際 食事のため居室より食堂への移動の際に、フットレス
トより入居者のつま先が出ていることに気づかず、居
室の入り口にフットレストが接触。入居者は内履き靴
をはいていたので怪我をすることは無かったが、何も
はいていなかったら大きな怪我につながっていたと思
われる。

FAX

77 車いす 車いす デイサービスホール内 帰りのあいさつをしている最中 レク係が帰りの挨拶をしているときに、コトンと音が
したため確認すると、車いすからずり落ちてフットレ
ス ト に 腰 を 掛 け た よ う な 姿 勢 に な っ て い た 。

FAX

78 車いす 車いす 施設内廊下 自分で車いすをこぎ、移動しているときにず
り落ちていき、床に座り込み仰向けになる

FAX

79 車いす 車いす 施設の正面玄関前 デイケアが終わり、帰りの送迎車に乗るため
の介助中

１６時ごろ、施設の正面玄関前付近にて、デイケアが
終わって、帰りの送迎車に利用者の方を順番に乗せる
介助中に、介護スタッフと運転手で一台目の車いすの
方をリフトにセットして昇降中、その後ろにリフトに
乗る予定の利用者の方が、送迎車の脇のスロープを車
いすで自力で上ろうとしてしまい、後ろに倒れてし
まった。他の介護スタッフは送迎車内のステップから
歩いて昇る人の介助を車内でしており、また、もう一
人の介護スタッフは施設玄関内の順番を待っている人
に声かけ・誘導（杖歩行の方の付き添い中）であっ
た。

FAX

80 車いす 車いす 段差のあるところ 段差を乗り越えようと、車いすの前輪を持ち
上げた際、右前輪がスポッと抜けてしまっ
た。持ち上げた際に気づいたため、他職員に
前輪をはめてもらい事故には至らなかった。

段差を車いすで乗り越えるため、介護者が後ろから車
いすを傾け前輪を持ち上げたところ、右前輪が車いす
から抜け落ちてしまう。他職員がいたため、車いすを
傾けたまま前輪をはめて対応。気づかず前輪を下ろし
ていたら、前のめりに転倒する危険があった。

FAX

81 車いす 車いす 自宅玄関前　スロープ 自宅から屋外へ車イスで移動しようとした時 玄関前にあるスロープを下ろうとした際、介助ブレー
キをかけながらくだろうとしたが、誤って近くに配置
してあるリクライニングレバーを握ってしまった。
腕力で止める事が出来たが一歩間違えると前方にある
壁に追突し、ケガされるところだった。

ヒアリング

82 車いす 車いす 利用者宅の階段（室
外）

スロープを使用して車いすで移動中に介助者
が声かけをしなかったことにより傾いた瞬間
手すりを持とうとして骨折しそうになった。

車いすの使用方法の際には説明し注意も促していたが
介助する方も下ることに一生懸命になってしまい声か
けや利用者様の状況を把握できていなかった。

ヒアリング

83 車いす 車いす 利用者自宅の居室内 車いすから起立動作、トイレ・台所キッチン
で立ち座りの際に

車いすで室内を移動手段として利用しており、車いす
から離れる（起立時）の際に両タイヤをブレーキロッ
ク（タックルブレーキ）をせずに移乗をされていた。

ヒアリング

84 車いす 車いす 自宅 車いす上で座りなおしをしてる際 車いす導入の際、車いすについて説明し、諏訪ッッ手
いただいたところ座りなおしについて説明する前に介
助者によりフットプレートに足を置かれ、フットプ
レート上で座りなおしをしようとされ車いすごと転倒
しそうになった

ヒアリング

85 車いす 車いす 利用者のご自宅 車いすで居室から比較的狭い出口から出られ
たとき

居室の出口から介助の下、車いすで出られる際に、肘
掛からでていた肘の部分を柱と車いすで挟まれそうに
なりました。

ヒアリング

86 車いす 車いす 車いす⇔ベッド、車い
す⇔トイレ、車いす⇔
椅子（屋内外）

車いすから、また、車いすへ移乗の際（ベッ
ド、トイレ、椅子）へ移乗

一番多い車椅子のパーキングブレーキのかけ忘れ、又
は、掛けたつもりが掛かっていないことによる。車い
すへ、又は車いすからの移乗動作の際に車いすが動い
てしまうことによる後方への転倒。圧迫骨折（事故）
を引き起こす一番の原因。特に、骨粗しょう症の多い
女性の方。今後の車いすにおいては、すべて標準仕様
で車いすから立ち上がると自動ブレーキがかかる機能
を備えることが事故を防止するためには、メーカーに
求められるべきではないかと感じた。

ヒアリング

87 車いす 車いす 屋内 食事を全介助で食べてもらっているとき むせる→（危ない）　「胃ろう」の話が出る。 郵送

88 車いす 車いす 利用者様の自宅前 デイサービスのお迎え デイサービスのお迎えで、利用者さんを車いすに乗せ
ていて階段の壁につま先が当たりかけた。同行しても
らったサービス提供者に「あたらないようにしてね」
と声をかけてもらったので、あたることはありません
でした。

FAX

89 車いす 車いす フロア 入浴後、利用者が車いす乗車中 車いすのアームレストが跳ね上げタイプのものだった
が、入浴後、フロアに戻ってこられると左側のアーム
レストが上がったままになっていた。体動のある利用
者だったが、眠っておられたため、転落にはいたらな
かった。

FAX
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収集
方法

NO どうしたか・どのように感じたか
用具

大分類
用具種類 場所 何をしているとき

90 車いす 車いす 食堂 夕食前の時間を食堂のいつもの場所で車いす
にすわり過ごしていた。

同席者が「おいおい」と職員を呼んだため、いくと本
人が車いすよりずり落ちていた。職員＝人介助にて車
いすに移乗してもらう。
机について座っておられたが、発見時は車いすが後ろ
にずれて車いすの、前に滑り落ちた状態であった。

FAX

91 車いす 車いす 自宅 ベッドから車いすに移すとき FAX

92 車いす 車いす 自宅、対象者のベッド
脇

朝の離床時 朝の離床後、本人を車いすに移乗した後に、介護者が
目を離してしまった。本人が体を前後に振ってしま
い、後方に車いすと一緒に転倒してしまった（怪我は
なかった）。様子観察後、業者に連絡をして車いすの
安定を計るため、車いす後ろの補助輪の棒の所に止め
金を装着してもらった。その後は転倒が解消した。

FAX

93 車いす 車いす エレベータ 車いすを自走してエレベータに乗ろうとして
いた

エレベータの入り口の床と扉の間の溝に前輪（キャス
ター）が落ちて動くことができなかった

郵送

94 車いす 車いす デイサービス デイサービスのスタッフの方が利用者の方を
散歩で外出されたとき（車いすで）

・外出時緩やかな下り坂で、一旦停止の際、ブレーキ
をかけ忘れ車椅子が利用者を乗せたまま坂を下りだ
し、途中で後ろに倒れた。緩やかな坂だったゆえ、大
した事故には至らず事なきをえた。
・原因はスタッフの方のブレーキのかけ忘れで、車い
すのメーカーに構造的に後転しやすいのかを確認した
ところ問題はなかった。
・まったくの初歩的なミスであるが、決して起きない
ことではなく、そのデイサービスではポスターにて注
意喚起をするようになった。

郵送

95 車いす 車いす 自宅 車いすの移乗時、特に車いすへの移乗のとき 起床後、ベッドから車いすへの移乗時、車いすのブ
レーキのかけ忘れにより、本人を車いすへ移乗しよう
とした時に車いすが後方に下がり、本人を床に転倒さ
せそうになった。

FAX

96 車いす 車いす ベッド 移乗時、ブレーキのかけ忘れ ベッドへ移乗する際、ブレーキをかけないで移乗した
所ずれ落ちてしまった。

郵送

97 車いす 車いす 居室 タオルを床に落とした時 床に落としたタオルを拾おうとして、誰かに頼もうと
したが忙しそうだったので、自分で拾おうとして、手
を伸ばしバランスをくずして車いすごと転倒した。

郵送

98 車いす 車いす 有料老人ホーム 利用者が車いすに座っているとき 下肢筋力の低下により、立位保持が困難な方で認知症
もある方。介助者によって、車いすに座らされていた
が、すぐに前ズレする。介助者は姿勢を直そうとする
が、利用者が抵抗する事もあり、良い姿勢で座り続け
ることが困難。ある時、自分で立ち上がろうとしたの
か、車いすから転落する所だった。

FAX

99 車いす 車いす 食堂付近和室 朝食後にテレビを見ている時にソファーから
車いすに移ろうとしたが、車いすのブレーキ
がかかっておらず車いすが動き、座り損ね、
転倒したもの。

入所者Ｍ様は、朝食後にテレビを見終え、車いすに移
ろうとソファーから立ち上がり、車いすをつかもうと
したが、ブレーキがかかっていないため、車いすが矢
印①の方向に動き、Ｍ様は和室の畳に転倒したもの。
（矢印②の方向）

FAX

100 車いす 車椅子 屋外(玄関先) 車いすの試乗の際に 地域包括から車いすを借りられていた為、本人・介護
者共に車いすの扱いにぱ慣れているとの事で、当社が
持参した車いすに使用方法の説明をする前に乗り降り
をされたが、パーキングブレーキを掛けていなかった
為、慌てて車いすを押さえて固定した。

ヒアリング

101 車いす 車椅子 食堂ソファー ソファーで横になられていた 就寝介助をしようとソファーから車椅子に移乗時、
擦ったような皮剥けができてしまった。

郵送

102 車いす 車椅子 居室 ベッドより車椅子に移乗する際 車椅子フットレストにすねがぶつかり、少し変色して
しまいました。皮剥けにいたらなくて、少しホッとし
ました。

郵送

103 車いす 車椅子 車椅子用トイレ内 トイレに車椅子を自操し、立位で排泄後 １３：２０頃、トイレにて車椅子のフットレストに
座った状態の利用者を発見した。利用者いわく、排泄
後車椅子に座ろうとした際にブレーキがかかっておら
ず、車椅子が後方に動き、結果フットレスト上に尻も
ちをつく形で座ったとのこと。

郵送

104 車いす 車椅子 食堂 車椅子から立ち上がり独歩されて、途中で力
がつきてしまい両膝をついてしまった。

杖歩行可能であるが、両膝の痛みあり、痛みに合わせ
入所中は車椅子対応していた。独歩されることもある
がふらつきあり。立ち上がりも多く、転倒リスクの高
い方である。夕食後、フロアにてＴＶを見て過ごされ
ていたが、他の利用者の対応中、フロアより物音がし
たため戻ると、車椅子の後ろにて両膝をつき立ち上が
ろうとされている。立ち上がり時痛みなし、立位保持
可能。Ｄｒ診察し、異常みられないため様子観察と
なった。

郵送

105 車いす 車椅子 寝室 寝室からトイレに移動しようとした時 寝室からトイレへの移動中にスイングアウト部を固定
していなかったため、家具にぶつかって外れて落下し
てしまい介助者が足にけがをしそうになった。

郵送

106 車いす 車椅子 本人の自宅前　リフト
車内にて

本人をリフト車内から降りてもらう際に 本人の自宅に着き、リフト車から降りてもらう際に、
本人が滑り落ちる形となり、右スネを皮膚剥離させて
しまった。

FAX
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107 車いす 車イス（介助） 施設内廊下 利用者が乗っている車イスを職員が押しトイ
レへ向かっていた

介助していた職員はやや急ぎ足だった。トイレへ行く
手前の居室から他の利用者が出て来た為、ぶつかりそ
うになり、車イスを急にストップさせた為、乗ってい
た利用者が前にのめり込んだ。すぐに利用者の肩を手
で押さえたので転倒（落下？）には至らなかった。

郵送

108 車いす 車いす（自走用） 玄関 玄関へスロープを設置し、車いすで降りよう
とした時

・玄関へスロープを設置し、車いすで降りようとした
際に、介助者が奥様で介助ブレーキのない６輪車で降
りようとした際に、本人が乗っている車いすを支える
事ができず、勢いよく下がってしまった。念の為、私
が玄関の外にいたので、車いすを支える事ができた
が、誰もいなかったら大きな事故になっていた。
・車いすは介助ブレーキ付の機種へ後日変更して対応
しました。

ヒアリング

109 車いす 車イス（自操） 施設内廊下 利用者様居室からリハビリをする為、訓練室
へ向かう途中

利用者様が車イスを自操しリハビリする為訓練室へ向
かっていました。職員は麻痺側に付き添い歩いていま
した。訓練室に着いた際に健側母指から出血している
事に気付き、確認したところ車イスタイヤ部分の泥よ
け（プラスチック製）が割れ突起した部分があり、そ
こに母指が引っかかってしまった様子。その泥除けは
車イスと一体式になっており、車イス自体にビス止め
をしている部分数ヶ所にすでに亀裂が入っていまし
た。使用中のわずかなねじれや負荷がかかる事で亀裂
が入りやすいものだと感じました。

郵送

110 車いす 車いす（転倒防止
バー付）

屋外、歩道 自宅外泊をし、少しゆるい坂道を登っている
ときに、転倒防止バーがあると上れないため
バーを上にあげて登ったら重心が後方になり
車いすごと後ろに転倒する。

後ろに車いすごと転倒。患者は頭から地面に落下す
る。

郵送

111 車いす 車いす（リクライ
ニング式）

ホール、食堂 食事中や車いすで過ごしているとき ・足に拘縮があり、伸ばしにくい
・時間が経つとずってくる（滑り止め座布団は使用し
ている）
・食事中は車いすに埋もれたような姿勢に なる

FAX

112 車いす 車椅子（リクライ
ニング式）

デイルーム デイルームで離床し、テレビを見ていた時 ・車イスの肘掛けが外れ、そのまま横に利用者様も落
ちてしまった。
　　↑
・肘掛けが上に開くタイプではなく、後方を軸に横に
開くタイプであった。

開くための留め具が回転式で何かのきっかけで動き
やすい形状であった。

FAX

113 車いす 車いす（ﾘｸﾗｲﾆﾝｸﾞ
ﾀｲﾌﾟ）

浴室と通路 入浴後、浴室から移動通路へ出る際 入浴後、車いすの利用者を浴室から通路へ移動させた
際、通りかかった職員に車いすの先がぶつかりそうに
な り 、 怪 我 を さ せ て し ま う と こ ろ で あ っ た 。

郵送

114 車いす 車イス、ベッド 居室 車イスからベッドへの移乗の時 夕食後、車イスからベッドへ移乗の際、利用者の足が
フットレストに引っかかり打撲しました。

郵送

115 車いす 車いす、ベッド 居室 ヘルパーによる訪問介護中 車いすをベッドにつける際、利用者の足をベッド下部
にぶつけてしまい、つま先に怪我をさせてしまった

FAX

116 車いす 車いすクッション 主に高齢者施設 車いす着座中 介護者がいクッションカバーを洗濯した後、表示を見
ないで前後方向を逆に入れたため、クッションのカ
バー表示に従って車いすにおいても、本体は前後逆に
なっており、利用者が滑り落ちる危険があった。

郵送

117 車いす 車いすクッション 主に高齢者施設 車いす着座中 介護者が車いすにクッションを置くとき、カバー表示
をよく見ないで誤って前後方向を逆に置いたため、利
用者がすべり落ちる危険があった。

郵送

118 車いす 車いすクッション 在宅、施設 車いす着座中 クッション材の経年劣化、破損により、本来の機能を
失ったクッションを使い続けているため、褥瘡発生の
危険があった。

郵送

119 車いす 車いす付属品 屋内 車いすよりベッドへ移乗時 電動車いす。ベッドへ移ろうとして車いすをベッドに
つけて車いすのひじ上げをしようとしても、クッショ
ンが厚いので力が足りないと、ひじ上げがあがらず苦
労している。やっとの思いで、上っても今度は下げて
元に戻すことが思うようにできず、ひじ上げ部分を２
～３度破損してしまった。立位の姿勢へ移りやすいの
で厚めのクッションを無理してでもしようしてきた。
車いすより、スライドボードを使用して、ベッドへ一
人で介助なしにて移乗し生活している。

FAX

120 車いす 車いす用クッショ
ン

外出先 車いすに利用者が座られているとき 車いすに座られているときに、本人がクッションから
滑り転落しそうになった。座位保持を確保するため、
アンカー形状のクッションを使用していたが、外出の
際にいつも関わっていない介助者（家族）が、車いす
とクッションをセットする際、クッションを逆にして
しまったため。

ヒアリング

121 車いす コンフォート型車
いす

フロア ヘッドサポートの高さ調整固定ネジがなめてしまい、
固定できない

ヒアリング

122 車いす コンフォート型車
いす

フロア ヘッドサポートの向きを調整するネジが支柱の中で折
れてしまっており、固定できない

ヒアリング

123 車いす コンフォート型車
いす

フロア チルトが途中でとまってしまい、操作できない。油が
漏れている

ヒアリング

124 車いす コンフォート型車
いす

食堂 朝食後の下膳時 食堂で車いすよりずり落ちているところを発見 ヒアリング
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125 車いす 自操用車いす 病棟の自室 自宅の扉（引き戸）を引っ張る際に、扉と平
行で腕が後方になるような位置にて行った際
に、扉の抵抗に引っ張られて、後方に車いす
ごと転倒した。

いつもは扉の取っ手が体のすぐ横くらいで行っていた
が、その時は位置がやや前（取っ手が後方）について
いたため、だったと利用者本人は説明した。それま
で、あまり位置を意識したことがなかった様子。以後
は取っ手との位置を考慮するように利用者本人と確認
した。

郵送

126 車いす 自操用車いす 室内（通路） 室内からスロープを使用し、室内へ移動しよ
うとしたとき。

外出時、室内の勝手口よりスロープを使用し、車いす
にて移動時に利用者が車いす肘掛にひじを乗せた。勝
手口幅が狭いため、腕が勝手口建具枠に接触し、擦り
傷を負った。通常、外出はサービス利用時に介護職員
が行うが、その時は介護職員が非力な女性であったた
め、家族が職員に気を使い、急遽行った。

郵送

127 車いす 姿勢保持機能付き
車いす

屋内　(食堂・ダイニ
ング)

ティルト機能を使おうとしたとき 本人の姿勢保持のため、ティルト機能を使おうとした
ところ、リクライニングレバーを引いてしまったた
め、背もたれが下がってしまい、ひやっとした。

委員

128 車いす 姿勢保持機能付き
車いす

移動中振動でヘッドレストがゆるみ、頭が後
方へ落ちた

委員

129 車いす 自走式車いす（右
片麻痺のため、左
足と右腕を使って
自走されている）

歩道から車道へ車いす
を自走して下りるとき

自宅からコンビニエンスストアーに買い物に
行こうと自走したとき

保護して応急処置を施す。介護サービス事業者への連
絡。原因の推定と対策（案）検討。

郵送

130 車いす 自操用車いす デイルーム（食堂） レクリエーションで風船バレーをしていて、
白熱しすぎて利用者が前のめりになり、車輪
が浮いてしまった。

利用者の後ろにスタッフがいたため、あわてて後ろか
ら利用者、車いすを持って転落を防止した。

郵送

131 車いす 自操用車いす 屋内（通路・廊下） 車いすの移動介助中 介助中に段差あるいは壁に足のつま先があたり打撲す
る

FAX

132 車いす 自操用車いす 屋内（通路・廊下） 特別何をしているわけではないが、車いすに
座っている状態

・車いすの着座中、臀部に痛みを感じたため除々に前
方へ腰を動かしずり落ちる
・見かけたときはその場ですわり直して頂くか、介助
し修正する。見逃してしまうとずり落ち状態になる。

FAX

133 車いす 自操用車いす 廊下 自操車いすから廊下長いすに移ろうとしたと
き

認知症のある利用者が、消灯時間に廊下長いすにい
た。他の利用者の横に座ろうと、車いすブレーキを掛
けずに乗り移ろうとしており、転倒する危険があっ
た。

FAX

134 車いす 自操用車いす 屋内（トイレ） 介助にて車いすを操作しているとき トレイが狭く、車いす一台と介助者が入ると動きにく
い状況のなか介助する。他の部分に気を取られている
と肘おきより外に出ていた左肘が入り口の角にあた
り、剥離される。

FAX

135 車いす 自操用車いす 食堂（ホール）、居
室、廊下

車椅子使用時 精神状態不安定で、日中は常に車椅子に乗り、ホール
や廊下を移動している。以前、暴力行為もみられ、精
神安定剤を服用しているが、落ち着くことはほとんど
ない。高齢のため、下肢の筋力低下も著しく、立ち上
がりや歩行は、不安定。そのため、職員の目の届かな
い場面で、立ち上がったり歩いた場合は転倒してしま
う。現在は大きな怪我等はないが、十分に注意が必
要。

FAX

136 車いす 自操用車いす 屋内（食堂） 車いす離床していて、お尻がずれ滑り落ちそ
うになっていた。

車椅子に移乗し、食事を取るため食堂で待ってもらっ
ていた。他の患者様の移動をし、食堂に戻ったとこ
ろ、車いすの座面よりお尻がずっこけており、テーブ
ルに胸があたっていた。

郵送

137 車いす 自操用車いす 屋内（通路・廊下） 本人が車いすで自操されているときに。体が
右に傾き肘が車輪にあたっていた。

居室から出て、ロビーまで本人が車いすを自操されて
いるとき、体が右に傾いており右ひじが車いすの車輪
にあたる。姿勢を直していただく。

郵送

138 車いす 自操用車いす 入床前、デイルームを自力で移動中に起きた 夕食終了後、就寝までの間デイルームで過ごしていた
際、床に座っている利用者を発見。本人の話ではゆっ
くり自分で車いすから降りた。特に痛いところはない
と話される。その直前まで他の利用者に大声で話しか
けていた。

FAX

139 車いす 自操用車いす 食堂 食事時間に車いすの車輪に手をつっこんでお
られ内出血ができた。

昼食時車いすのブレーキを気にされ、食事に手をつけ
られなかったので声をかけると車輪の中に手を入れて
おられるのを発見する。逆側から手を押し出して抜い
てもらう。

郵送

140 車いす 自操用車いす 居室 車いすからベッドへ移乗介助している時、左
足から出血

車いすがベッドに近かった事もあり、左下腿下部にか
ぎざき傷ができた。足の長い方だったので車いすの部
品でできた傷と考えられる。

郵送

141 車いす 自操用車いす 屋内（食堂・ダイニン
グ）

テーブルの前に座っている時にずり落ちかけ
た。

テーブルの前に車いすに座って待っていたところ、前
に体がずっていき、「ああー」と声をあげている利用
者をケアワーカーが見つけて、正しい位置に座っても
らった。

FAX

142 車いす 自操用車いす 屋内（その他） 生産活動（ネジ袋詰め）時 車椅子利用ご利用者が、生産活動時に感情の高ぶりに
より作業台を押す動作を行い後方に車椅子ごと転倒す
る。後方には幸い何も無く床にそのまま転倒し、特に
怪我は無かった。後方転倒ストッパーを使用しておら
ず、他車椅子利用ご利用者も含め後方転倒ストッパー
の常時使用をお願いする。支援職員にもストッパーだ
けでなく、作業室の整理整頓等注意喚起を行う。

郵送
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143 車いす 自操用車いす 屋外　(スロープ) 介助により自操用車いすで屋外スロープを降
りているとき。

介助により自操用車いすで屋外スロープを降りている
とき、傾斜も緩く前向きで走行されておりました。ス
ロープの端の段差を降りた時に車椅子フットプレート
が引っかかり、前方に利用者さまが転倒・転落し、ケ
ガをしそうでした。

メール

144 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 車いすに着座する時 低床自走式車いすに着座する際に、ご利用者様が勢い
良く座ろうとした際にブレーキが掛かっていたが後方
に転倒しそうになった。

メール

145 車いす 自操用車椅子 屋内食堂前にて 昼食の配膳中で利用者が廊下に待機中におき
た

脳障害による左上下肢マヒの６０代男性の事例。尿失
禁を頻繁にする方でオムツの種類を変更したり、尿
パッドの自力装着練習をしていたが、水分摂取量が多
く、車椅子の座面を尿で汚すことも多かった為、介護
職員のみの判断で防水シーツを折り畳んで座面にひい
ていた。それにより尿失禁をしても車椅子の座面を汚
すことはなくなったが、座面に縫い付けてあった「す
べり止めシート」が機能せず、ずっこけ座りになり、
そのまま車椅子から床へすべり落ちた。外傷なく他者
からの連絡で車椅子へ移乗させた。

郵送

146 車いす 自操用車椅子 屋内（食堂） テーブル周囲を車椅子自操にてウロウロされ
ていた。自分でフットプレートから足を下ろ
したり上げたりされていた。

トイレ誘導の為、声かけすると床と靴に出血が付着し
ているのを発見する。元々、下腿部に浮腫のある方の
ため、ズボンの裾も短く肌（下腿）が露出していたた
め、レッグレストに出血痕あり。フットプレートで足
の上げ下げを繰り返している時に下腿部が擦れてびら
んしたのではないかと思う。

FAX

147 車いす 自走用車いす 屋内（食堂、ダイニン
グ）

ホール内から車への移動の際 読めない FAX

148 車いす 自走用車いす 屋外（その他） 通院時、介助者（妻）が本人（夫）を車いす
に乗せ、玄関から敷地内の駐車場にある車へ
乗せるために移動しているとき。

通常室内で車いすを利用している。自走を行い、脚を
使って方向等の操作を行っているため、普段はフット
レストを取り外して利用しており、通院時や外出時に
フットレストを取り付けている。今回の利用時、レッ
グベルトを付け忘れたため、移動時、左足が落下し地
面に接触していることに気づかずそのまま進んでし
まった。今回はリハビリシューズのつま先を削る程度
で怪我はなかったが、本人もパーキンソン病がだいぶ
進行しており、足元の感覚が鈍くなっているため、十
分な注意が必要であると感じた。

FAX

149 車いす 自走用車いす 屋内（デイルーム） テーブルに着き、ブレーキをしたとき デイルーム内を車いすで移動し、所定の場所について
ブレーキをかけたとき、「バン」と大きな破裂音がし
て、ご本人と同テーブルの利用者等を驚かせてしま
い、精神的なショックを与えてしまった。

FAX

150 車いす 自走用車いす 屋内（居室） 車いすでの移動時 居室から台所等への移動時、足でこいでいるが脱げ掛
かった靴が前輪に下敷きになったり足（指）を引き込
んでしまいそうになっており怪我をする恐れがある。

郵送

151 車いす 自走用車いす ショートステイ先 ベッドから車いすに移るとき 起床時、本人がコールせず自分ひとりでベッドから車
いすへの移乗を行うときに、ストッパーをせずに移っ
たため、車いすが後ろに下がり、座り損いそうになっ
た。たまたま、職員が訪室し、車いすを支えた為、転
倒にはいたらなかった。

郵送

152 車いす 自走用車いす 屋外（踏み切り） 通院先に向かう際、動線上の踏み切りを通過
する際に

・家族の方の介助により、自走式車いすで近隣の病院
に向かっている際に、ＪＲの踏み切りで、レールと踏
み切りコンクリートの隙間に車いすの前輪キャスター
が挟まり、一時的に立ち往生してしまった
・普段はティッピングバーを活用し前輪キャスターを
持ち上げ踏み切りを通貨しているものの通り慣れた道
ということもあり挟み込んでしまった

ヒアリング

153 車いす 自走用車いす 屋内（その他） 車いすを利用するため、折りたたまれた状態
から座面を広げるとき

座面を押し広げようと、座面両端のタイヤ側を支持す
るパイプ部分を握って押し広げたところ、座面のパイ
プ部分と本体のパイプ部分との間に指を挟んでしまっ
た。利用者や介助者には提供時に説明して注意を促し
ているが、必ず説明を受けた人だけが利用するとは限
らない。説明や注意書きがなくてもそのようなキケン
が起こらないよう、製品開発時に配慮すべきである。
また説明等しない状態でのユーザビリティテストを
しっかりと行うべきであると感じた。

郵送

154 車いす 自走用車いす 自宅の居室（屋内） 車いすからベッドへの移乗時 ベッドに移乗する際、ブレーキのかけ忘れの為、立ち
上がる時、車いすが動いて転倒しかけた。

郵送

155 車いす 自走用車いす 食堂・居室 移乗介助時 全介助の利用者さんを抱えるように移乗介助したとこ
ろ、フットプレートに下腿をぶつけ皮膚がめくれてし
まった。

郵送

156 車いす 自走用車いす 屋内　(通路・廊下) 車いすを足こぎ操作していたとき 施設にて車いすを足こぎで走行したところ、履いてい
たリハビリシューズの靴底がすべりやすく、バランス
を崩した。

委員

157 車いす 自操用車いす 屋内（廊下・通路） 通行中 利用者をベッドに横にし、食堂でまだ食事を終えてい
ない利用者を迎えに行こうと戻る途中、居室前の廊下
で両足を伸ばし座っているのを発見、車いすに接触
し、転倒したものと思われる。

FAX

63



収集
方法

NO どうしたか・どのように感じたか
用具

大分類
用具種類 場所 何をしているとき

158 車いす 自操用車いす 屋内（通路・廊下） 車椅子から降りようとされ、ずり落ちてしま
うところだった。

ご利用者が、ブレーキをかけずに立ち上がろうとし
て、ズリ落ちてしまうところだった。ご利用者の車椅
子操作への意識が薄く、ブレーキをかけること、フッ
トレストを上げること等の理解がしっかりできていな
かったことがあげられる。

郵送

159 車いす 自操用車いす 屋内（居室） 居室内にあるポータブルトイレにフットレス
トを上げずに、移動しようとして転倒してし
まうところだった。

食事後のご本人の状態把握ができていなかった事によ
る原因があり、通常家庭で過ごされているときは、食
後にトイレに行かれていたという情報も家族から得て
おくべきであった。また、ベッド周辺の環境をご家族
と同じようにしておく必要があった。

郵送

160 車いす 自操用車いす 利用者自宅 介助者がデイに行くため、車いすを動かそう
としているとき

車いすを動かそうとすると矢印の部分があたって、踵
の皮が少しむけた。

郵送

161 車いす 自操用車いす 屋内（通路・廊下） 食堂から玄関へ車いすで自操し、移動しよう
としたとき

廊下を車いすで自操されていた際、力が前のほうに加
わり、前かがみの体勢となった。その状態より介護者
が目を話した間にずり落ちてしまった。

郵送

162 車いす 自操用車いす 屋内（通路・廊下） 車いすを自操して移動していたとき 左手甲の部分に内出血をみつける。右上下肢に麻痺が
あり、左上肢を利用して車いすを自操して移動してい
るときにぶつけてしまっている。

FAX

163 車いす 自操用車いす 病院の駐車場 病院受診時に車いすを車両から降ろしたとき
に、ストッパーがなくて、介助者が車を移動
させるのに坂で危険でした。

生保２号の利用者。車いすをレンタルしていたが、支
援者優先とのことで家の中用、外用の車いすを作成し
た。家の中では足こぎで移動して利用（脳内出血、５
２歳、女性）。病院受診時に、始めに外用の車いすに
移乗し、車いすを積んでヘルパーと一緒に病院まで行
く。駐車場で車いすに乗り換え、移動しようとしたと
きにストッパーがないことに気づく。作成した業者に
クレームを伝えると、「必要だと言わないとブレーキ
はつけない」と返答。坂道では本人が足で踏ん張り危
険である。

FAX

164 車いす 自操用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

車いすに乗ってダイニングで食事を取ろうと
移動したとき

ダイニングで食事をとるため、介護者がテーブルに車
いすを近づけたところ、アームレストに乗せていた本
人の手とテーブルが接触し、けがをしそうになった。

ヒアリング

165 車いす 自操用車いす 屋外　(歩道) 車いすで走行しているとき 本人が歩くときに使用する杖を手に持った状態で車い
すに乗っていたため、不意に杖が車いすと道路の間に
挟まってバランスを崩し、転倒しそうになった。

ヒアリング

166 車いす 自操用車いす 屋内（通路、廊下） 車いす自操中 車いすを購入予定の利用者がデモンストレーションの
ために、その日の午前中に車いすを変更していた。そ
の利用者が居室から食事席に自操している途中、前方
にずり落ちかけている所を職員が発見し、介助にて姿
勢を修正した。

郵送

167 車いす 自操用車いす 屋内（居室） 食堂へ向かうため、後ろ向きで車いすを自操
しているとき

食堂へ向かうため、後ろ向きで車いすを自操している
とき、姿勢のバランスを崩し本人が車いすから滑り落
ちた。

郵送

168 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 車いすを手で自操しているとき 自操走行していたところ、まっすぐ進まず右にそれて
しまい壁にぶつかりそうになった。

委員

169 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 車いすに座ろうとしたとき 車いすに駐車ブレーキがかかっていない状態で本人が
車いすに腰掛けようとしたため、後ろにひっくり返り
そうになった。

委員

170 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) ベッドから車いすに移ろうとしたとき ベッドから車いすに座位移乗で移ろうとしたとき、車
いすの駐車ブレーキ棒におしりがひっかかり、転倒し
そうになった。

委員

171 車いす 自操用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

居室へ戻ろうとしたとき 就寝時間になっていたため、介護者が車いすを押そう
としたところ、本人の手がアームレストから外に垂れ
下っていることに気づかず、後輪タイヤに巻き込まれ
そうになった。

委員

172 車いす 自操用車いす スタッフルーム 落ち着きがないため、スタッフルームにて談
話している時

車椅子より立ち上がりが頻回にみられるため注意して
いたが、ちょっと目を離した隙に、フットレストに足
をかけ立ち上がり転倒しそうになった。

FAX

173 車いす 自操用車いす 食堂 食堂から居室へ移動のため、食堂で待機して
いたとき

車椅子よりずり落ち、ずっこけ状態になってしまう FAX

174 車いす 手動式車いす 体育館 ８００ｍ耐久走を行っているときに、車いす
の車輪のネジが外れて、バランスを崩し、前
方へ転倒した。

転倒した後、左肘とその周辺を打撲した。その後、看
護師の処置を受けた。本人より、車いす業者に修理依
頼し対処した。

郵送

175 車いす 手動式車いす 体育館 プログラムで車いすバスケットを行うため、
準備しているとき

バスケの準備を行っており、バスケットゴールのス
トッパーを掛けようと前傾姿勢をとった際、前方に転
倒。左足脛をステップにぶつけたため、赤みあり。

郵送

176 車いす 手動式車いす 屋外、近隣の公園で 屋外での訓練の帰り道で、公園のそばの道路
（歩道）の凹んでいる部分に車いすのタイヤ
が引っかかり、前に倒れた。

本人はいけると思って、勢いで歩道を通った。施設に
戻ってから、左ひざが赤くなっていたので、看護師の
処置を受けた。

郵送
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177 車いす 手動式車いす 神戸市西区手塚台1丁
目

体育訓練後、王塚公園から訓練センターに帰
るとき

体育訓練後、王塚公園から訓練センターへ、向かう道
が工事中であった。中央線を境に５ｃｍほどの段差が
あり、本人はキャスター上げをして、段差を降りよう
としたが、後方へ車いすごと転倒した。前日に車いす
の転倒防止バーを除去しており、本人はそのことを忘
れてキャスター上げを行った。後頭部を打つことも無
く、外傷なし。

郵送

178 車いす 電動車いす 展示場 電動車いすを試乗しているとき 最高速度（６Ｋｍ／ｈ）の状態で停止していた電動車
いすに試乗したところ、急発進しびっくりされた。強
く握り込むと緊急停止するタイプの電動車いすではな
かったため、とても危険だと感じた。

郵送

179 車いす 電動車いす 寝室 ベッドから電動車いすへ移乗の際 ベッドから電動車いすへ移乗のとき、誤って操作レ
バーに手が触れてしまい車いすが動き転倒しそうに
なった。怪我はなし。その日に限って、電源が入りっ
ぱなしで、ブレーキもかけてなかった。

郵送

180 車いす 電動車いす ガードレールのない道
を走行中、高さ1mく
らいのところから落下

友人宅より帰宅中、５ｍ程度進んだところで
意識がなくなり（おそらく熱中症）高さ１ｍ
のところから転落。左鎖骨骨折。

ヒアリング

181 車いす 入浴用いす 屋内（風呂） 入浴用いすから、脱衣場いすへの移乗時。 入浴後、入浴用いすから脱衣場いすへの移乗介助中、
入浴用いすの手すりを片方上げた状態で氏の身体から
一瞬手を離し、脱衣場いすを近づけようとした。その
際、手すりのない側へと身体が傾き、そのまま床に転
落される。麻痺、硬縮が強い利用者様であり、手すり
を挙げた状態で一瞬でも手を離すべきではなかった。

FAX

182 車いす リクライニング
キャリー

娯楽室 休んでいた時 １４：１５頃娯楽室で休んでいた時に、自ら体動し、
前方より転落し、前頭部打撲した。

郵送

183 車いす リクライニング
キャリー

娯楽室 娯楽室で休んでいた時 ５：００頃「トイレへ行きたい」と自ら居室より歩い
てでてきたため、トイレ誘導し、排便。その後、洗顔
し、リクライニングキャリーにて休む。再び便意をも
よおしたらしく、立ち上がろうとし、前方に転倒し

郵送

184 車いす リクライニング車
いす

フロア（ホーム内の食
堂）

リクライニング車いすに座っているとき（食
事前後）

座面保持は難しいが、少し体を動かすことのできる認
知症の高齢者がリクライニング車いすにてウトウトし
ているとき、自ら動き始めて足をバタつかせたり体を
モゾモゾとさせ、車いすのアームレストのところから
上半身が落ちそうになった。首・頭から下へ落ちるの
ではないかとヒヤリとした。

郵送

185 車いす リクライニング車
椅子

寝室 介助者が利用者をベッドから車椅子に移乗す
る時

春になり気候も良くなったので散髪しようと思いベッ
ドから車椅子に移乗させようとした時に利用者の身体
を介助者が支えきれずに車椅子が滑って動いてしまい
利用者、介助者共に転倒しそうになった。

郵送

186 車いす リクライニング車
椅子

食堂 朝食待機時と思われる 朝食後、ベッドへ就床する際に、レッグサポーターの
すき間に右足が入って落ちていた。又、その際レッグ
サポーターの裏の部分の固い部分と脛がすれて圧迫
し、発赤が出来てしまったと思われる。

郵送

187 車いす リクライニング車
いす（介助用）

デイルーム 介助中ブレーキを止めようとして リクライニング車いすのフットレストが足を上げると
自動的に上る機種で、写真○印のバネに指を挟み介護
者が我慢をする。

郵送

188 車いす 介助用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

車椅子に乗った利用者が昼食を食べ終わり、
口腔ケアをする為、職員が洗面所まで車椅子
のままお連れした。その際、職員が利用者か
ら離れてしまった時。

車椅子に乗った利用者が、車椅子よりお尻がずり落ち
そうになったところを職員が発見。すぐに体勢を整え
る。

メール

189 車いす 介助用車いす 屋内　(風呂) お風呂上りで車椅子に移乗している時。 お風呂上がりで皮膚が柔らかくなっていて、車椅子に
移乗する際に服の袖がまくれており、車椅子のアーム
レスト下の鉄板部の繋ぎ目に引っ掛かり擦傷になっ
た。

メール

190 車いす 介助用車いす 屋内（風呂） お風呂上りで車椅子に移乗している時。 お風呂上がりで皮膚が柔らかくなっていて、車椅子に
移乗する際に服の袖がまくれており、車椅子のアーム
レスト下の鉄板部の繋ぎ目に引っ掛かり擦傷になっ
た。

メール

191 車いす 介助用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

二人で抱きかかえての移乗介助を行っている
時。

車いすのグリップに介助者の衣類が引っかかってし
まった。
古いタイプの車いすのグリップより、新しいタイプの
車いすのグリップは滑らないようになっている為引っ
かかりやすい。転落事故は起きていないが危険である
と感じた。

メール

192 車いす 介助用車いす 屋内　(居室) 定期点検の為訪問した際に、車いすの転倒防
止バーが格納されている事を発見した。

利用者に改めて転倒防止バーの意味と転倒の危険性を
説明。
翌日、ケアマネに報告し、デイサービス事業者の送迎
担当者に直接、車いすの説明を行った。
その後も担当者会議の席で、参加していたサービス事
業者に対し、転倒防止バーの意味と転倒の危険性を説
明した。

メール

193 車いす 介助用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

車椅子に座っている時。 片麻痺や下肢の関節拘縮が強い利用者の車椅子座位に
不安を感じる。時折”ずり落ち”することもある。
フットレストに足を乗せることが難しく、無理に乗せ
るとずり落ちやすくなる。フットレストに乗せず開い
たままだと足の外傷が多くなる。

メール
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194 車いす 介助用車いす 屋内　(居室) ベッド～車いすの移乗時に。 利用者の足がフットサポートに引っかかり車椅子が動
いてしまいしっかりと座ることができず滑り落ちると
ころだった。

委員

195 車いす 介助用車いす 屋外　(その他) お父様を娘様が、車から車椅子に移乗され、
娘様が車のドアを閉める為にお父様の乗った
車椅子を後ろに下げた時に座りが浅く滑り落
ちそうになりました。

高齢のご夫婦と娘様が店舗に来店されました。
店舗駐車場に車を止め、娘様が、お父様を車から車椅
子に移乗され、車のドアを閉める為にお父様の乗った
車椅子を後ろに下げた時に座りが浅く滑り落ちそうに
なりました。
お父様は身長１７０ｃｍ体重６５ｋｇ有るとの事です
が、奥様と娘さまは小柄なので車椅子を動かす時は反
動を付けて動かさないと動かせないとの事です。円背
があり深く座りづらいようですが、車椅子での移動時
には深く座っているか確認して操作して頂くようお伝
え致しました。

委員

196 車いす 介助用車いす 屋外　(スロープ) 玄関通路（幅６０㎝）正面アプローチ階段に
スロープを設置し、介助者（送迎担当ヘル
パー）が後ろ向きに階段を降りようとしたと
ころ、階段を踏み外しそうになった。

委員

197 車いす 介助用車いす 屋外　(その他) 駐車場で待っているとき ご家族の自家用車で車椅子を積み込み病院に来られ、
病院駐車場のポーチ部で受診者を下ろされ車椅子に乗
せられましたが、ブレーキをかけずに車内の荷物に気
を取られてれいるうちに、車椅子が緩やかな勾配の駐
車場を受診者ごとゆっくりと動き出し、ご家族の方が
気付いた時には約３０ｍ先に移動していました。幸い
な事に駐車場の車にはぶつからず怪我はありませんで
した。

委員

198 車いす 介助用車いす 屋外　(その他) 通所サービス利用（送迎時） 転倒防止バーの向き（上下）を逆さにしている。※送
迎車両（リフト）に乗り込む際、固定するフックやリ
フト天板のスペース等条件に対して転倒防止バーが阻
害となることがあり意図的に上下を逆さに変更し、降
車後に元に戻すことを忘れてしまう。

委員

199 車いす 介助用車いす 脱衣室 着脱介護時、ズボンを脱いだ際に足首から出
血を確認する

フルリクライニングのフットレストの蝶番いに接触
し、右足首に擦り傷がみられた。入浴に行く際に、靴
下を脱いだ状態だった。

FAX

200 車いす 介助用車いす 玄関 車いすを折りたたみの時 車いすの折りたたみ時、注意して作業するも、力強く
入れることによって勢いよく可動してしまい、指を挟
みそうになった。

郵送

201 車いす 自操用車いす 屋外（車道） 利用者を車いすに乗せ、介助者により走行し
ているとき

メール

202 車いす 自操用車いす 屋内（食堂・ダイニン
グ）

・職員が調理や他入居者の介助をしている時
など、車椅子のアームレストへ肘が入ってし
まった。
・夜間巡視時に、ベッド柵から足を出して寝
ていた。

グループホームにおいてのヒヤリです。数年前に認知
重度のお客様が入居しており、車椅子のアームレスト
の下に肘を入れてしまうお客様がいたため、タオルを
巻くなどの対応をしておりました。そのほか、ベッド
の柵から足を出す行為へ、ダンボールを使用すること
が有りました。認知の方への指示が通じず対応を余儀
なくされます。

メール

203 車いす 自操用車いす 屋内（居室） ベッドに移るため、車いすより立ち上がった
際、車いすのブレーキをかけ忘れていたの
で、そのまま尻もちをついてしまった。

FAX

204 車いす 自操用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

車椅子上での体動が多い方なので、普段はス
ウィング機能にて座面と背もたれに角度を付
けた状態で着座して頂いている。食事や水分
補給、おやつの時間は座面をフラットに戻し
た状態で提供している。自力摂取が可能な方
なので、オーバーテーブルに食べ物等をセッ
トして職員はその場を離れていた。職員に
よっては、食後にお茶だけをテーブルに残し
て下膳していた。

食堂を通りかかった職員が、車椅子からすり落ち（転
落）している利用者を発見する。

メール

205 車いす 自操用車いす 屋内　(トイレ) 車いすから立ち上がろうとしたとき 普段は車いすに乗られない方で、体調が思わしくなく
車いすを利用されていた。
ブレーキをかけずに立ち上がろうとされ、車いすが後
ろに動き転倒しそうになった。

メール

206 車いす 自操用車いす 屋内（通路・廊下） 車いすに乗車し、後ろ向きで移動した（バッ
ク）時、ベッドのサイドレールに車いすのブ
レーキが引っかかることがあった

本人に怪我や、車いす、サイドレールの破損には至っ
てはいないが、バランスを崩して、車いすから転落す
る可能性や、ブレーキとサイドレールの間に、手や指
を挟んでしまう危険もあると感じた。

FAX

207 車いす 自操用車いす 屋外 屋外スロープ走行中 既存屋外スロープを介助により降りていたところ、前
向き走行しており、スロープ端の段差で車いすフット
プレートが引っかかり、利用者様が前方に転倒し怪我
をしそうになった。

郵送

208 車いす 自操用車いす 屋内　(トイレ) 利用者本人が居室にあるトイレに車椅子自操
にて向かい。トイレに座ろうと車椅子より立
ち上がったとき。際、ブレーキを掛け忘れて
いたため、車椅子ごと後方にずれ、尻餅をつ
いてしまう。

車椅子のブレーキを掛け忘れていたため、車椅子ごと
後方にずれ、尻餅をついてしまう。日頃よりブレーキ
の掛け忘れが多くあり、今回も、掛け忘れの結果発生
したケースであった。

メール
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209 車いす 自操用車いす 屋内（居室、トイレ、
食堂）

・車椅子を自操しブレーキやフットレストの操作をせ
ずに便座やベットへ移っていた（あるいは逆のパター
ン）
・車椅子から立ち上がって歩こうとした（何をしよう
としたかについては排泄だったり、本人なりの目的
で）
・ベット柵を自分で外す（トイレに行こうとして、ご
飯だから起きようとしてなど。また本人なりの目的 で）

メール

210 車いす 自操用車いす 屋外　(歩道) ・介助にて車いす通院している際に。 ・車いすの介助者持ち手であるグリップが突然外れ
た。 道路が平坦であったことが幸いし、利用者及
び、介護者に怪我は無かった。ただ、路面の状況によ
り、車いすの操作ができなくなり、利用者の転倒や介
護者の怪我になりかねなかった。

メール

211 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 定期訪問で、メンテナンスに伺った時 車いすシート部（座面部）の張り調整部品が破損して
いた。ご利用者には怪我はなかった。

メール

212 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 居室にて、トイレに行こうとした時やタンス
やクローゼット内のものを整理しようとした
時など。

居室内にて、ご利用者様が車イスのブレーキを掛け忘
れ、危うく転倒しそうになった。また、居室内でご利
用者様が衣類の整理、クローゼット内の整理などする
際、ブレーキの掛け忘れにより、転倒しそうになり足
をひねったなどの報告がある。

メール

213 車いす 自操用車いす 屋外　(その他) 車イスに乗った利用者を受診のために、ワゴ
ン車に乗せて走っているとき

車イスに乗った利用者を受診のために、ワゴン車に
乗せて走っているとき、車イスのブレーキが図のよう
なタイプで古いために、ストッパーの突起が摩耗して
いて、引っかかりが少ないために、走行中の振動によ
り外れた。

ワゴン車自体の固定装置により、車イスは固定され
ていて動かなかったが、何らかの事情で固定装置が機
能しなかった場合や、走行中以外の坂道での固定時な
ど、ストッパーの外れは危険を伴う。古い車イスの同
タイプのブレーキは要注意と感じた。

メール

214 車いす 自操用車いす 屋外　(その他) デイサービスセンターの送迎中、シートベル
トを装着していたにも関わらず車椅子より前
方にずり落ちた。

１０人乗りのワンボックス車で車椅子２台搭乗可の車
両。
上記車両にて送迎中、停車し他の利用者を降車介助し
ているときに、要介護４で車椅子使用の利用者がご自
身でシートベルトをすり抜けてずり落ちた。

メール

215 車いす 自操用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

食事のため、病院のホールで配膳を待ってい
る時

酸素が必要な患者さんが車椅子の後ろについている架
台に酸素ボンベを載せて、車椅子に座っていた。
認知症の患者さんで急に立ち上がったり、座ったりし
ていた。看護師が傍で見守っていたが、一瞬のうちに
立ち上がり、座った時に車椅子の背もたれに体重がか
かり車椅子ごと後方へ転倒された。幸いなことに、酸
素ボンベがあり、後頭部を強打しなくて済み大事には
至りませんでした。

メール

216 車いす 自操用車いす 屋内　(通路・廊下) 廊下移動の際にどう頑張っても右方向に車椅
子が向いて行ってしまい、まっすぐ移動でき
なかった。

ケアハウス入居者であったため、ケアハウス職員がす
ぐに気付き、職員も車椅子を借りて実際に操作したと
ころご利用者様が言うほどではないが、右方向に行っ
てしまう事が判明。すぐに気付けなければ壁などにぶ
つかったり、バランスを崩し、転倒の危険性もあっ
た。福祉用具の業者へすぐ連絡し、即日対応して頂い
たため、大事にならずにすんだ。

メール

217 車いす 自操用車いす 屋外　(スロープ) 外から玄関に入られる時にスロープの傾斜が
急で後方へ転倒しそうになった。

スロープの柵が設置されていなかった為に足の力で登
ろうとした為、足が前に蹴り上げた時体が後ろに重心
がかかり後ろにずれて転倒しそうになった。その後柵
も設置され改善された。

メール

218 車いす 自操用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

ご本人、他入居者、職員との会話中。 ご本人は、高度認知症の状態にあり、単独行動が多
く、身体機能の低下もあり、立位、歩行が非常に困難
な状態であった。事故発生時は、ご本人、他入居者複
数人、職員１名で会話をしているときであったが、職
員が他入居者と話をする為視線を外した時に、ご本人
が車椅子のブレーキを解除し後方へ移動した後、立ち
上がり転倒しそうになった。

メール

219 車いす 自操用車いす 屋外　(その他) 段差解消機に乗り込もうとしているとき 屋外で車いす利用時に段差解消機に乗り込もうとした
とき、勢いよく行き過ぎて、段差解消機のスロープの
ところで後方に転倒しそうになった。後方で介助者が
見守っており、とっさに支えることができた為、大事
に至らなかった。

委員

220 車いす 自操用車いす 屋外　(スロープ) 自費購入された車いす（モジュラータイプ）
で、飲み物を購入するため、屋外の自動販売
機に向かう途中のスロープで後方に車いすご
と転倒した。

自費購入当初は座面が低い状態で使用していたが、ご
本人より座面を高く設定してほしいとの要望があっ
た。要望を聞いた時点で、座面を高く設定すると転倒
防止バーが短くなるので長いものを購入する必要があ
る旨伝えたが、車いすの操作は慣れているので大丈夫
そのままでいいということで、標準装着のものをその
まま使用した。結果屋外のスロープのところで後方に
転倒してしまった。その後転倒防止バーを長めのもの
に変えて問題なく使用している。

委員
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221 車いす 自操用車いす 屋内　(その他) ベッドから車いすに移乗した際に背もたれに
もたれかかった時にせもたれのピンがかかっ
ていない状態で背もたれの折れる部分が倒れ
てしまいガクッとなってしまいご利用者、介
助者もあわてた。

委員

222 車いす 自操用車いす 屋内　(通路・廊下) ベッドから車いすに移乗をする際に。 ベッドから車いすに移乗をする際に、足踏み式ブレー
キをかけますが、転倒防止バーのネジがゆるみ半回転
し、締めネジ部分が足踏みブレーキの真下にきてかか
らない状態になりました。

委員

223 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 車いすから立ち上がろうとしたとき。 ズボンの裾が畳んだフットプレートに被さるようにな
り、そのまま足を踏み出すと転倒の危険性があった。

委員

224 車いす 自操用車いす 屋外 介助者が利用者を乗せ移動中に少しの段差に
キャスターがあたり転倒になりそうだった。

介助者が利用者を乗せ車いすで移動中に歩道を散歩中
少しの段差に気がつかずキャスターがあたり勢いのあ
まり利用者が前かがみになり車いすから落ちそうにな
りびっくりされたそうでした。

委員

225 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 脊髄小脳変性症による運動失調やＡＤＬ低
下が著名な対象者。 特殊寝台（２Ｍ）から
の車いすへ移乗する際、車いすへ勢い良く腰
掛けたときに車いす自体が横へ動きそうにな
り怖かったとのこと。

体格の大きい女性で下腿長が４６ｃｍあるが、車いす
足漕ぎも考慮し座面高さを４３，５ｃｍに調整・活用
していた。車いす導入後、徐々に下肢筋力低下も進行
し着座動作時の勢いが大きくなってきている様子。
アームサポート跳ね上げ機能は周知しているが、座位
移乗よりも端座位から介助バーを支持し起立後、方向
転換や着座をする動作の方が、ご本人が行いやすいと
のご意向から、車いす座面高さの調節を実施。４３，
５ｃｍ⇒４６ｃｍに座面高を調整することで着座動作
の勢い緩和＆移乗時の起立動作も行い易くなったとの
事。

委員

226 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 居室内にて自力駆動時 脊髄カリエスにより下肢機能の隋意性が無く、感覚
消失の状況で自操式車いすにて居室内を移動時左右で
貼り付け式のレッグサポートベルトが貼り付け力が弱
く外れてしまい、フットサポートから両下肢先端部が
滑り落ちたが感覚消失の為しばらくの間そのまま自力
駆動され先端部分が巻き込みそうになった。 その後
ご家族様が対応され大事に至らなかったとの事です。

委員

227 車いす 自操用車いす 屋内　(通路・廊下) 車椅子で自宅廊下を自走され移動中に。 通路の曲がり角を通過されていた時に、腕が壁に接触
しかけて危うく怪我をされるところだった。主介助者
である娘が直前に気付き危うく難を逃れた。

委員

228 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 室内の移動時に。 室内の移動の際、普段は杖を使用していますが、足へ
の負担がかかり痛みが出て、車いすを歩行車代わりに
して押し、前輪が浮いて転倒しそうになりました。

委員

229 車いす 自操用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

車いすから立ち上がろうとしたとき。 車椅子用クッションを敷きかえるため、立ち上がらせ
ようとした際に、車いすの駐車ブレーキに触れてブ
レーキが介助されてしまった。（サランラップの芯を
被せて延長してある）

委員

230 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) ベッドから車椅子に移乗する際に。 車椅子フットプレート部分に足が乗ってしまい車椅子
が 跳 ね 上 が り か け 転 倒 し そ う に な っ た 。
ベッド柵に身体をあずける事ができ転倒することな
かったのでケガ等はなかった。

委員

231 車いす 自操用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

施設の食堂にて昼食をとって頂き、お部屋に
戻って頂く際に。

入所中の施設にて昼食後、施設のスタッフの介助のも
とお部屋に戻って頂く際に、
①ヘッドサポートからご利用者様の足をおろしている
事をスタッフの方が認知しておらず
引きずってテーブルから離され、
②そのままお部屋へ移動しようとして、足が車椅子に
巻き込まれそうになっていた。
③巻き込まれそうになった際の拡大図

委員

232 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 車いすからベッドへの移乗時 車いすからベッドへの移乗時に、車いすのフットレス
が完全にあがっていない状況で、ベッドへの移乗を
行った際に、ご利用者の足がフットレスに引っかかっ
た 状 態 と な り 、 足 を 怪 我 し そ う に な っ た 。

委員

233 車いす 自操用車いす わからない 車いすを広げて使用する時 折りたたんだ状態から車いすを広げようとする時に座
面の内側から広げずに、パイプを掴みながら
広げようとすると指が挟まり怪我をしてしまう。

委員

234 車いす 自操用車いす 屋外　(横断歩道) 病院への定期受診のため、自宅から病院へ向
かっている途中で横断歩道を通行しようとし
たときに歩道から横断歩道へのアプローチの
部分に傾斜があり、突然出てきた車にびっく
りし、ブレーキを掛けたところ、利用者が車
椅子から転落しそうになった。

委員

235 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) タックルブレーキ（延長棒付き）をかけよう
としたときに、手が滑って車椅子から落ちそ
うになった。
（左方麻痺のご利用者様で右手で左側のブ
レーキを掛けようとした際に）

自分の不注意でしたが倒れそうになったときは怖かっ
た。ちゃんと確認をしてブレーキをするようにしま
す。

委員
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236 車いす 自操用車いす 屋外　(その他) 車いすから下りる際、片足のみフットプレー
トを起こさず立ち上がろうとして、車いすが
前傾姿勢となった。

車いすが一瞬前傾姿勢へとなり、本人様も驚かれてい
た 。

委員

237 車いす 自操用車いす 屋内　(居室) 車いすに乗っている時にキャスターの片側の
ネジが緩んたため、車イスのバランスが崩れ
転倒しそうになった。

キャスターの高さおよび角度を変えれる機種。６角レ
ンチで締めて固定するが、それが緩んでしまいキャス
ター１本、タイヤ２本で車体及び体重を受けることな
りバランスを崩し前のめりに転倒をするケースだっ
た。

委員

238 車いす 自操用車いす 屋内　(食堂・ダイニ
ング)

デイサービス利用中、食堂のテーブルで食事
をしている時に、

車いすに座っていたが、急に立ち上がろうとした。介
助ブレーキはかけてあったが、利用者がブレーキを外
して立ち上がろうとして、転倒した。利用者は、認知
症であり、日頃から介助ブレーキを外す癖があった。

委員

239 車いす 自操用車いす 屋内（食堂・ダイニン
グ）（その他）

車いすを広げて使用する時押そうとした際、
フットレストに乗せた足（かかと部分）が前
車輪とフットレストの間に挟まる

・フットレストに足を乗せているが、少し後ろ気味に
乗せていると、車いす前輪が動く際にかかと部分に当
たったり、巻き込みそうになったりする。
・前輪は固定でなく、動きがあるため、後輪との動き
が合わないと一回転するなどし、足を巻き込みそうに
なり動かなくなる

郵送

240 車いす 自操用車いす デイサービス、屋内 立ち上がるとき、車いすブレーキしていたに
もかかわらず、車いすが動いた

・よろけた
・転倒リスクあり

郵送

241 車いす 自操用車いす 屋内（食堂・ダイニン
グ）

食事を取っているとき、やその後。 郵送

242 車いす 自操用車いす 施設内、食堂 食堂にある自販機で飲み物を購入後、お釣り
を取ろうとして車いすから降り、ひざをつい
てしまった。

食堂にある自販機でジュースを購入後、おつりが床に
落ちてしまい拾おうとした際、車いすから落ち、跪い
てしまった。痛みや全身状態を確認するも特変ない。
自力で車いすへの移乗をおこうなう。

FAX

243 車いす 自操用車いす 食堂 食事が終わり、ご自身のお席で待っておられ
たとき

食後、車いすに座った状態で席で待っておられたとき
に、車いすよりずり落ちかけそうになっているのを発
見する。氏は、臀部に褥瘡があるため、少し分厚い座
布団を（４ｃｍ程）座面に敷いており、座布団ごとず
れてしまい、落ちそうになってしまった。

FAX

244 車いす 自操用車いす 屋内（廊下） 離床後、介護員室前にいるとき 介護員室前にて過ごされている際、手すりにつかまり
立ち上がるその際、車いすが後方に傾き車いすが倒れ
そうになる。

FAX

245 車いす 自操用車いす 介護員室カウンター 車いす自操中 カウンター席にいたショート利用者の周辺を車いす自
操していた際に、ショート利用者の尿カテーテルが右
ブレーキに引っかかり、引きずられてしまった。

FAX

246 車いす 自操用車いす 屋内（居室） トイレ介助後、デイルームに戻る際 トイレ誘導介助後、デイルームに戻る際、居室入り口
まで車いすを押す。その時、本人より「痛い」との声
が聞かれた。フットレストに足が上げられていない状
態だった。事後身体に特に異常所見はなかった。

FAX

247 車いす 自操用車いす 部屋（居室） ベッドから車いすに自ら移乗されたとき 車いすに移ろうとされたが、少し車いすが遠い位置に
あり、車いすを取ろうとされ転倒される

FAX

248 車いす 自操用車いす 廊下 食事後など自室に戻ろうとされたとき 車いすの自走が上手にできない片麻痺の入所者が、廊
下の手すりを引っ張り前進しようとし、健側で手すり
を持とうとしたときに、勢いあまって体幹が前屈しす
ぎて、頭部より転落されそうになった。

FAX

249 車いす 自操用車いす 屋内（食堂・ダイニン
グ）

高齢者の方が車いすに乗車しているときに発
生する。

肘パットを取り付けるために、裏のねじ固定部が１ｃ
ｍ程の障害物となっている。皮膚の弱い高齢者にとっ
ては怪我をしやすい部位となっている。
特に認知症をお持ちの方は、車いすの使用方法につい
て完全に理解されていない。上肢を動かしている拍子
にアームレストの隙間に腕が入り込み、皮膚捲れなど
の怪我につながっている。

郵送

250 車いす 自操用車いす 施設内の食堂 昼食が出てくるのを待っていたとき 昼食を待っているとき、トイレへ行きたくなり自分で
ブレーキを介助し、立ち上がろうとした際、車いすご
と後方へ下がった。本人さんは自ら歩こうとする意欲
があり（若干の歩行は可）、以前にも転倒思想になっ
たとのこと。

郵送

251 車椅子 自操用車いす 屋内（通路・廊下） フロアモップを使用しての清掃時 車いす利用者がフロアモップを使った清掃中、床に落
ちたゴミを手で拾おうとした。

郵送

252 車いす 自走用車いす 車椅子⇔ベッド移乗時 フットプレートをあげて、移乗した際に下腿下の出血
を発見。

ヒアリング

253 車いす 自走用車いす 居室 居室にいる時にナースコールが鳴り、訪室す
ると、ベッド上で端座位で下腿の出血部分を
拭いているところを発見

本人は車いすで切ったと訴える。車いす座面の鉄板が
前方にずれており、わずかに血液の付着あり。

ヒアリング

254 車いす 自走用車いす 居室 車いすからベッドへの移乗時 おやつ後の着床を２人介助で誘導していたが、本人の
抵抗がみられ、勢いよく介助したところ、アームサ
ポートがしっかりと上がっておらず、腹部に擦り傷を
負う

ヒアリング
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255 車いす 自走嗣車いす フロア 右キャスターゴムが大幅に欠けているため、操作が難
しい。

ヒアリング

256 車いす 自走用車いす 車椅子⇔ベッド移乗時 ブレーキをかけようとしたが、ブレーキの利きが甘
く、移乗時に動いて危なかった

ヒアリング

257 車いす 自走用車いす 居室 車椅子からベッドへ移乗しようとしたとき 介助者が後方介助していたが、車椅子のフットサボー
トのパイプ部分に左下腿前面部分があたり裂傷となる

ヒアリング

258 車いす 自走用車いす 居室 車椅子からベッドへ移乗しようとしたとき 介助者が全介助していたが、車椅子のフットプレート
部分に左足背部分があたり内出血となる

ヒアリング

259 車いす 自走用車いす フロア フロア移動介助中 最近レベルダウンに伴い駆動が難しくなっているた
め、職員が車いすを後方から押して介助。急いでいた
ため、途中本人の足が床についたときに、車いすのパ
イプ部分と本人の足が接触し、下腿後面に裂傷、出血
の外傷を負う

ヒアリング

260 車いす 自走用車いす フロア スカートガード部分の固定が外れている ヒアリング

261 車いす 自走用車いす 居室 車椅子からベッドへ移乗しようとしたとき 介助者が後方介助で車いすベッドから車いすに移乗し
ようとしたところ、移乗する側のアームサポートがい
つもなら跳ね上げで操作するところ、完全に外れてお
り、車いすに取り付けている部分のプラスチック部分
が折れていることが判明。

ヒアリング

262 車いす 自走用車いす フロア 車椅子⇔ベッド移乗時 アームサポート取り付け部分のネジの固定ができない ヒアリング

263 車いす 自走用車いす 車椅子を本人に合わせて調整しようとしたが、パイプ
部分にゆがみが生じてガタツキあり。

ヒアリング

264 車いす 自走用車いす ブレーキをかけようとしたが、ブレーキの利きが甘
く、移乗時に動いて危なかった

ヒアリング

265 車いす 自走用車いす 廊下 タ食後の口腔ケア後の就寝時 車いすを押して居室より出てくるところを発見。リハ
ビリでシルバーカー歩行の練習中であり、普段の移動
も歩行器歩行を検討してもよいのではないかと思われ
る。

ヒアリング

266 車いす 自走用車いす ベッドに移乗しようとした際 右手の平に表皮剥離を発見 ヒアリング

267 車いす 自走用車いす 居塞 車いすからベッドへの移乗時 訪室時に車いすからずり落ちているところを発見。 ヒアリング

268 車いす 自走用車いす 居室 タ食後、車いすからベッドに着床した際 ベッド上に端座位となった時に右外顆後面に外傷発見 ヒアリング

269 車いす 自走用車いす キャスターゴムが外れてしまう ヒアリング

270 車いす 自走用車いす 車椅子の右ブレーキレバーが基部より折れて故障する ヒアリング

271 車いす 自走用肇いす フロア キャスターのガタツキがあり方向転換が難しい ヒアリング

272 車いす 車いす 浴室 トイレ介助しているとき 車イスの転倒防止用のストッパーが上を向いており、
後ろに転倒しそうになる

メール

273 車いす 車いす 通所ルーム内 送迎前のざわざわしているとき 送迎前でざわざわしていて、車イスから立ち上がろう
として前輪が持ち上がる。すぐに駆け寄り車イスを押
さえる。

メール

274 車いす 車いす 浴室更衣室 浴室更衣室で車椅子→シャワー椅子に移すた
め、患者さんに立位になってもらった。看護
師が車椅子を引いたとき、フットレストの裏
ネジが下肢にひっかかり損傷した。

郵送

275 車いす 車いす デイサービス 冬の期間、または昼の時間帯など 寒いこともありトイレの回数が頻回になるが日頃より
トイレの回数が多く、落ち着かない。車イスのブレー
キを自分ではずすため、周囲の方にぶつかるのではと
危険がある。

FAX

276 車いす 車いす 展示場 車イスの乗り降りの際 車イスのフットレストに足をのせたまま立ち上がっ
た。そのため車イスが前方に傾き転倒しかけた。

郵送

277 車いす 車いす 食堂 タ食前に食堂のテーブル席に誘導した際 アームサポートに手を置いている状態で、介助者が
テーブル席に誘導した際に、テーブルとの間に指を挟
んでしまう

ヒアリング

278 車いす 車いす、ベッド 居室、トイレ、居室→
食堂（移動時）、移乗
時

トイレ移乗時、フットレストへの打撲、裂
傷。ずり落ちによる転倒。

・トイレ移乗時、二人介助で行う場合に、スタッフ同
士のこえ掛けがうまくいかず受傷。
・トイレ利用時、終わったり「コール押してね」とス
タッフが場所を離れてしまい、一人で利乗し転倒。

郵送

279 車いす 車いす用クッショ
ン又はパッド

屋内　(居室) 車いす用クッションのレンタル依頼があり訪
問したところ、自己所有のムアツクッション
があったが完全に底づきした状態で何の役に
も立っていなかった。（床ずれができかかっ
ているとのことで導入に至ったが、施設職員
は自己所有のクッションを使っているからと
考えて、状態まで確認していなかった。）

ぺったんこの役立たずクッションや薄っぺらの座布団
などを使っているケースを施設等でよく見かけます。
改善を図るように周知活動が必要です。

委員

280 車いす 車椅子 ベッド付近(居室) ベッドから車いすに移乗する際 車いすの配置場所が悪く、ベッドと車いすに隙間が
あった為、車いすに移りきる前に隙間にはまりそうに
なる。

ヒアリング
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281 車いす 車椅子 屋外 介護者が屋外で車椅子を押している際 屋外の歩道が無い道路で走行中、利用者の踵が車椅子
の前輪キャスターと干渉し、車椅子が思わぬ方向に向
き乗用車とぶつかりそうになった。利用者は立ち上が
りが可能でレッグベルトを外した方が立ち上がりやす
いとの事で無い状態で走行していた。

ヒアリング

282 車いす 屋外（坂道） 通院の途中 ８０歳代の女性の介護で長男が車いすをおしていた。
坂道で車いすを長男が押していて、自動車が前方から
来たため、横に移動してブレーキを急にかけた。安全
ベルトをきっちりしていなかった爲女性は前のめりに
転落した。顔面を強打して、治療が必要になった。

郵送

283 車いす 利用者自宅 自室から廊下へ車いすで移動の際 自室から廊下へ出る際、敷居段差が５ｃｍ程度あり、
車イス（自走）で移動する為、敷居段差スロープを設
置しました。設置後、スロープを降りる時は、車イス
を後向きで降りる様に説明し、何回か登り降りをして
もらい確認をとりましたが、数日後、スロープを車椅
イスで前向きに降り、身体が前に傾き、車イスからズ
リ落ちてしまいました。ケガはなく本人も無事だった
のでホットしましたが、一歩間違えば大けがをしてい
たところでした。

郵送

284 車いす 自宅 車いす前輪が取れかかっていて前に進むこと
ができなかった。

前輪をはめなおして当社に連絡がありました。 郵送

285 車いす 自宅 車いす乗車時 両下肢マヒ、室内にて移動時に車いすを使用し、フッ
トレストはとりはずしています。夏期は裸足であり、
感覚障害があるため、キャスターの取付部、ボルトの
先が少し出ている所により、足に傷をつけてしまって
います。

郵送

286 車いす 自宅 リフトにて移乗動作 車いすからベッドへの移乗時、背おれのできるチル
ト・リクライニング車いすの背を折っているため、背
を戻す時にスリングシートや体の挟みこみの危険があ
る。

郵送

287 車いす 利用者さん宅 車いすに移乗する時、フットプレートを上げ
ずに乗ろうとして転倒しかけた。

郵送

288 車いす 自宅居室において ベッドから車いすへの移乗時 フットサポートに介助者のズボンがひっかかって転倒
しそうになった。

郵送

289 車いす 廊下 廊下で車椅子で待ってもらっている時（車椅
子移乗後）

６時４０分頃、車椅子より転落し、左側臥位になって
倒れている利用者を発見、事故発生前、車椅子へ移乗
し、廊下で待ってもらっていた。利用者は背を向けた
時、「トン」と音がなり、その時に左側臥位になって
いた。ケガは無く痛みもその後みられなかった。

FAX

290 車いす エア調整型 フロア 車いす座位時 車椅子上でずっこけ姿勢となるため、クッション設置
していたが、仙骨部分にステージⅡの床ずれができた
と報告あり。クッション内部のエアセルを確認する
と、セルが何個もつぶれていることを発見し、すぐ新
しいセルを補充

ヒアリング

291 車いす エア調整型 フロア 車椅子座位時、本人から臀部が痛いと訴えあ
り

クッションの置き方が、前後・上下が逆になっている ヒアリング

292 車いす エア調整型 フロア 本人から臀部が痛いと訴えあり クッション内部のエアセルを確認すると、セルが何個
もつぶれていることを発見。

ヒアリング

293 車いす エア調整型 廊下 昼食後の歯磨き後廊下を移動中 左片麻痺のケースで右手右足駆動を行っているが当日
歯ブラシセットを右手で持っており、右足のみで駆動
していたが、車いすクッションごと座面よりずり落ぢ
ていたところを発見。

ヒアリング

294 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外　(その他) 舗装されていない道を走行しているとき 舗装されていない道を走行中、大きな石を踏んでしま
い、車いすごと転倒しそうになった。

委員

295 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外　(歩道) 周りに何もない道路を走行しているとき 走行中、突然大雨に打たれが、雨宿りする場所がな
く、そのうちに電動車いすが止まってしまった。

委員

296 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外　(その他) 下り坂を走行していたとき クラッチを切って手動にして介護者が車いすを押して
いたところ、下り坂にさしかかり、本体の重みで加速
してしまい、ひっくり返りそうになった。

委員

297 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外　(スロープ) 転落防止柵のない公共のスロープを通ろうと
したとき

公共の場にあるスロープを走行しようとしたところ、
操作を誤って蛇行し、転落しそうになった。

委員

298 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外　(歩道) 段差を降りようとしたとき ５ｃｍほどの段差を降りようとしたところ、前のめり
になり、前方へ転落しそうになった。

委員

299 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

病院の玄関 車いす車両を取りにいくとき、待機している
よう伝えたが移動してしまい、段差に転倒し
そうになった

FAX

300 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外（歩道） 路上駐車されている自動車を避けるために、
段差があり転倒

歩道上をまたぐ形で路上駐車されている車を避けよう
と歩道を降りる際に、段差が高いことに気づかず転倒
してしまった。

FAX

301 電動車いす ジョイスティック
形電動車椅子

屋外（横断歩道） 横断歩道をわたる時 電動車椅子（ジョイスティック型）で横断歩道をわた
る時、歩道を走っていた時、Ｌ字型に曲がり横断歩道
を渡ろうとする時、バランスを崩し転倒。その際は、
周りの方に起こしてもらい、施設まできたが、念のた
め、救急車を呼び検査。幸いかすり傷ですみました。

郵送

302 電動車いす ジョイスティック
形電動車椅子

一般道交差点内 昼の弁当を買いに出かけた時 道路と歩道の段差を上がろうとして、段差で前輪が
ひっかかり転倒。幸いすり傷程度で済んだ。車いすは
操作部（ジョイスティック）が曲がってしまい、後日
修理。周囲の人に助けてもらい、自走して家まで帰
る。

郵送
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収集
方法

NO どうしたか・どのように感じたか
用具

大分類
用具種類 場所 何をしているとき

303 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす、電
動四輪車

屋内（その他） 見学利用時 電動車いす（ジョイスティック型、セニアカー）を見
学体験時、動きだしのスピードが速く、人や物にぶつ
かりそうになった。

郵送

304 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外（車道） 散歩中（一人で） バッテリーが途中で切れてしまい、動けなくなった。
近所の方が、たまたま見ていてくれたので、その方が
本人宅へ行き、予備バッテリーを持ってきてくれた。

FAX

305 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外（その他） マンションの入り口からマンション内に入ろ
うとしたとき

マンションの入り口に短く急なスロープがあり、その
スロープに勢いよく登った。幸い転倒せずにすみまし
た。

メール

306 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋内　(玄関) 定期メンテナンスで点検作業中 点検の際に転倒防止バーを収納して作業を行ったが、
作業終了後に転倒防止バーを元の状態に戻すのをわす
れてしまい、そのまま使用されそうになった。

メール

307 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋内　(その他) ジョイスティック型電動車いすで運転中 試用運転中に速度切り換えレバーの低速と高速の操作
を誤り、思いのほかスピードが出て人にぶつかりそう
になった。

メール

308 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋外　(その他) 外出使用と、いつもの癖で、輪ゴムをジョイ
スティクノブに掛けていた所、なにかのひょ
うしに中に入り込み動かなくなった。

ジョイスティクノブの隙間から入り込んだと考える。 委員

309 電動車いす ジョイスティック
型電動車いす

屋内　(居室) 車いすより椅子に移乗の最中、ジョイス
ティックにお尻があたり電動車が動き出し
ビックリして転倒しそうになった。

車いすの駐車ブレーキをかけずに電磁ブレーキのみで
停車していたため動き出したものと思われます。車い
すの駐車ブレーキをかけ、さらにスイッチを切って移
乗をおこなうと安全に使用できることをお知らせしま
した。

委員

310 電動車いす セニアカー 車庫内 セニアカーを車庫に入れているとき ・状況：セニアカーを車庫入れしている際、ブレーキ
とアクセルを間違えてしまい、フロントバンパーを壁
に激突
・原因：試乗を終えた直後の気の緩み
・対応：本人様に怪我はなく、セニアカーに傷がつい
ただけで済んだため、十分に注意喚起をおこなった

ヒアリング

311 電動車いす 電動カー 自宅前で、屋外（歩
道）

試運転。自宅前で方向転換しようとしていた
とき

自宅前の道が狭いので、向きを変えようとバックした
ところ思いがけずスピードがでて、あせって前進しよ
うとして、また、スピードがあがりぶつかりそうに
なった。恐ろしくて結局使用することができなかっ
た 。

郵送

312 電動車いす 電動車いす 施設内 施設内移動中 移動中に電動車いすのフレームと車輪部をつないで
あった溶接部の破損して転倒

郵送

313 電動車いす 電動車いす 屋外（玄関を出てのア
プローチ）

買い物をする際、アプローチ（玄関）から本
道までの移動時。

梅雨時であった為ぬかるみができて、運転している本
人はぬかるんでいるのが気がつかなかったとの事。ぬ
かるみに入ったときに車体が沈んでアクセルを握り続
けた為に車いすが横に滑って方向が変わった所で電話
があった。以後、ぬかるみ部分と危ないと思われる場
所に補強することとなった。

郵送

314 電動車いす 電動車いす 屋外（車道） 気分転換のため、外で散歩（買い物）をして
いるとき。

車いすを操作しており、近所の知り合いに遭遇。手を
上げて挨拶をされたとき、相手を見ながら走行し、車
いすごと１ｍ下のガケに転落してしまった。

郵送

315 電動車いす 電動四輪車 屋外（車道） 電動四輪車を外出散歩中に ＊＊＊の操作はアクセルレバーを押して走行、話して
ブレーキだが、利用者さまはかなりの難聴で走行しよ
うとした際に、何らかの力が加わりアクセルレバーを
手前に引いてしまったため警告音が鳴り、バッテリー
ランプが点滅し一時停止した。軟調なため警告音が聞
こえずとまったことと、点滅したことに少しパニック
になった。

ヒアリング

316 電動車いす 電動車いす 浴室 機械浴を終え、電動車いすにトランス後 機械浴を終え、電動車イスにトランス後、背もたれが
リクライニング状態であったため、重心が頭の方に片
寄り、足元の方が一瞬浮いた。靴下をはかせていたと
きだったので、すぐに自分の手と体重をかけておさえ
た。

メール

317 電動車いす 電動車いす 屋外（車道） 自宅敷地より外へ出ようとしたとき 電動車椅子は低速で発進するようにしているが、常時
６速に設定していたため、急に車道へ飛び出すことが
ある。

FAX

318 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外（歩道） 訪問先から帰ろうと後進のギア操作をした時 後進の操作をしたつもりが前進してしまい、前方にい
た知人を転倒させた。ハンドルがギアになっており、
手を離せば止まる構造だったが、介助者が止めようと
してギアを押さえつけたことで、前進の操作が続い
た。

FAX

319 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(横断歩道) 横断歩道を渡ろうとしたとき 青信号で横断していたところ、突然とまってしまっ
た。満充電したつもりだったが、バッテリーの残量表
示が急に減ってしまった。

ヒアリング

320 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋内　(その他) 電動車いすで外出しようとしたとき 自宅のガレージで充電したが、充電コードをさしっぱ
なしにした状態で走行を始めてしまったため、充電
コードがちぎれて、びっくりしてしまった。

委員
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収集
方法

NO どうしたか・どのように感じたか
用具

大分類
用具種類 場所 何をしているとき

321 電動車いす ハンドル形電動車
いす

屋外 電導カートで屋外にて散策している時 電動カートで神社へ散拝し、その時高齢者（歩行して
いる）にぶつけそうになった。また、バッテリーの充
電を忘れてしまい、歩道で立ち往生してしまった。
（バッテリー切れ）左右の確認、とっさの判断が低下
していた。

郵送

322 電動車いす ハンドル形電動車
いす

ご利用者宅の車庫 電動車椅子の説明、試運転をしている最中に 電動車椅子を、レンタル希望されている利用者宅に
て、運転適合チェック（試運転・説明）にケアマネ
ジャー同行のもと訪問しました。説明、試運転も終わ
り、利用者宅の車庫にて、ご家族（娘さん）とケアマ
ネさんとで注意点等を話していた最中に、本人が、車
庫の中で電動車椅子を、停止した状態で、乗ってい
て、アクセルを握って、発進してしまい、駐車してい
た車に当たってしまいました。速度が低速だった為、
けがは無かったのですが電動車いすのフレームにひび
が入った程度ですみました。

郵送

323 電動車いす ハンドル形電動車
いす

ご自宅から５ｍ程離れ
た場所

電動カート走行中 電導カートを充電し外出したが、コードをしまうのを
忘れていて走行し、コードを踏んでしまった。

郵送

324 電動車いす ハンドル形電動車
いす

屋外　(その他) 舗装されていない農道を走行しているとき 舗装されていない農道を走行中、凹凸がひどかったた
め、緊急停止して動かなくなってしまった。助けを求
めても周りに人がおらず、しばらく動けなかった。

委員

325 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(歩道) 片足膝下切断で義足の女性利用者が道路上を
走行中

メール

326 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(車道) 電動車いす試乗中。 メール

327 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(歩道) 用事の帰りに電動カーで走行中に知人に会っ
た時。

いつもは停車時スイッチを切るがＯＮの状態で話に夢
中になってしまった。会話の途中でレバーに手が触れ
てしまいいきなり発進しびっくりしてとっさにハンド
ルを切り歩道の縁石に乗り上げてしまった。幸い前輪
の片側だけが縁石に乗り上げただけで転倒には至らな
かった。

委員

328 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(その他) 電動車から降りようとするとき。 電動車から降りようとするときに、ハンドルを支えに
する方が多いですが、その際に電源スイッチが入った
ままだと間違ってアクセルレバーに手が触れた場合、
電動車は前進（後進）で動きだし、ご利用者は降りよ
うとする動作のため転倒や大事故のリスクが非常に高
い。

委員

329 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(車道) 通行量の多い県道（道幅、１０ｍ程度）を電
動カーで横断中。

電動カーに乗って、買い物等の用事を済ませ、ご自宅
へ帰るところであった。ご自宅前を県道が通ってお
り、そこを渡るとご自宅なのだが、信号のある横断歩
道までは少し距離があるため、いつもの様に、信号、
横断歩道の無いところを、車が来ないことを確認した
上で横断していた。車道を横断中、道路中央付近で突
然、電動カーが停止した。幸い、異変に気づいた近所
の方々が通行中の車に注意を呼びかけ停止させ、手動
で安全な場所まで移動させた。１歩間違えれば大きな
事故に繋がっていたと思われる。

委員

330 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(その他) 試乗中 電動車の試乗中で、いつも通る道や電動車を利用する
事により行動範囲が広がった場所を一緒に見て回って
いる時に、前籠に載せていたタオルが風で飛び、電動
車の横に落ちたのを拾おうとした時、左足は地面に降
り、右足は電動車に残っており（身体が座面に半ケツ
状態）、右手でアクセルに触れてしまい、電動車が発
進して危うく転倒しそうになった。

委員

331 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(その他) 電動４輪車にて外出を行い、庭先を走行中。 充電コードを収納しないまま走行してしまい、車体の
下に絡まってしまった。

委員

332 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(その他) 敷地内で 電動車いすの操作説明をしている
時に 座面に腰掛けている利用者がアクセル
を握り走行した。

電源のＯＮ ＯＦＦの説明を 車いすに直接座らせ説
明をした為 利用者に興味が外の部分に移ってしまっ
ていた。外の腰掛を用意するなど、注意が散漫になら
ないように集中して頂く必要があった。

委員

333 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(車道) 電動四輪車を使用中、自販機でジュースを買
おうとしているとき

電動車に乗りながら、自販機でジュースを買おうとし
た際アクセルレバーに触れてしまい電動車より転落。

委員

334 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(その他) スーパーの駐輪場でバックをした際、後方確
認が甘く駐車中の自転車にぶつかり倒してし
まった。

利用者コメント）
ぶつかった相手が物（自転車）ではなく、人間だった
ら大けがを負わせてしまうところだった。
いつもと同じようにバックをしたが、こんなことはな
かった。いつもあそこには自転車は停まって
いないんだけど。もう、怖いからあそこには停めな
い。

委員

335 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外　(車道) 車道から自宅周辺の私道へ乗り入れる際。 乗り入れ口がスロープにはなっていますが勾配がきつ
い部分があり、そこを斜めから進入してしまい少し車
体が斜めになり本体ごと転倒しそうでした。

委員

336 電動車いす ハンドル型電動車
いす

屋外 ハンドル型電動車椅子で走行中 川沿いの路地から国道へ（右折して）合流する際、右
後輪が川側へ脱輪してしまった。たまたま通りかかっ
た近所の方に助けられて、転落は免れた。

郵送

337 電動車いす ハンドル形電動車
いす

段差がなかなか乗り越えられず、アクセルを
多めに押し込んだ瞬間に急発進

委員

338 電動車いす 電動車椅子 屋外 走行時にジョイスティックを倒した力加減で
トルクが掛かった時

転倒防止バーはもちろん出しているものの、前輪が浮
いて後ろに倒れそうで怖かった。

ヒアリング
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